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メイࣖー（2015）ࡣ、ᛮ考法を演繹的ᛮ考と帰納的ᛮ考にศ㢮ࡋて、๓⪅ࡣ、⤖論ࡸ஦

ᐇを一⯡的ཎ理ࡸᴫᛕから導ࡁฟす方法࡛ࡾ࠶、ᚋ⪅ࡣ⌧ᐇୡ⏺のಶูの஦ᐇを✚み㔜ࡡ

るࡇと࡛ᬑ㐢的࡞⤖論࡬と⮳るᛮ考法とᐃ⩏ࡋているࡉࠋらに、メイࣖーࡣ、そࢀࡒࢀの

ᛮ考法にࡼる語学の教授方法の㐪いに言ཬࡋているࠋ「๓⪅ࡣ、言語ᵓ㐀をᨭ࠼るᩥ法的ཎ

理を学ࡇࡪとからጞࡾࡲ、ึṌ的ᩥ࡞法ࡸ語ᙡを学࡛ࢇからその言ⴥを使࠺⦎習をするࠋ

一方、ᚋ⪅ࡣ、ᩥ法のᴫᛕ的ᯟ組みを理ゎする๓にその言語を⪺ࡁ会話をする」と説明ࡋ

ている（平柳、2017）ࠋ 

日本ே教員ࡀ、英ᩥ法とい࠺一⯡的ཎ理を説明ࡋてから英ᩥの日本語ヂࡸ日本ᩥの英ヂ

を指導するのࡣ演繹的࡛ࡾ࠶、英語のネイティブスࣆー࢝ーࡀ英語を⪺かࡏて、英ᩥのࣝー

ࣝを考ࡏࡉ࠼るのࡣ帰納的࡛࠶るࡋࠋかࡋ、日本ே教員ࡀ英ᩥᵓ㐀ࡸ英ᩥࣃラࢢラࣇᵓ㐀

を英語࡛説明ࡋてࡶ、その指導ࡣ帰納的࡛ࡃ࡞ࡣ演繹的࡛࠶るࠋ 

ᴋぢ（2011）ࡣ、ᢈุ的ᛮ考を、ḟの࠺ࡼにᐃ⩏ࡋているࠋ 

（1）論理的・ྜ理的ᛮ考࡛ࡾ࠶、つ‽にᚑ࠺ᛮ考࡛࠶るࡇࠋのつ‽とࡣ、演繹ࡸ帰納

るᗈ⩏の論理学、⤫ィ学、⛉学ࢃ日ᖖ生άにおける推論に関、ࡸの論理᧯作࡝࡞

的ᡭ⥆࠶࡛ࡁるࠋ 

（2）⮬ศの推論プロࢭスを意識的にྫྷ࿡するෆ┬的・⇍៖的ᛮ考࡛࠶るࠋ 

ୖグ 2 つのᐃ⩏から、ᢈุ的ᛮ考とࡣ、「推論プロࢭスを演繹ࡸ帰納࡛意識的にྫྷ࿡す

るᛮ考」と⡆₩に言ࡇ࠺とྍࡀ能࡛ࠋ࠺ࢁ࠶௰ᓥ（2018）ࡣ、推論を「๓ᥦと࡞る࿨題か

ら⤖論を導ࡁฟすࡇと」とᐃ⩏ࡋ、野ෆ（2003）ࡣ、࿨題を「真かഇをุู࡛ࡁるグ㏙ᩥ」

とᐃ⩏ࡋているࠋᕷᕝ（1997）ࡣ、「๓ᥦࡀ真࡛ࡤࢀ࠶、⤖論ࡶ真と࡞る࡞࠺ࡼタイプの

推論」を演繹とࡋ、「๓ᥦࡀ真࡛ࡗ࠶てࡶ、⤖論ࡀ真࡛࠶るとࡣ限ら࡞い推論」を帰納とࡋ

ているࡉࠋらに、帰納ࡣ、「いࡃつかの஦౛から一⯡的࡞⤖論を導ࡃ一⯡化」と「演繹࡛࡞

い推論す࡭て」とい࠺ 2 つの意࿡࠶ࡀるとࡶ㏙࡭ているࠋ本✏࡛ࡣ、ᕷᕝの演繹を演繹的

推論、帰納に関するୖグ 2 つの意࿡のࡕ࠺、๓⪅を帰納的推論とするࠋ 

㐨⏣（2011）ࡣ、ᢈุ的ᛮ考を࡝の࠺ࡼに教⫱するかに関ࡋて、ᬑ㐢アプローチ、イン

てイマージョンアプローチのࡋュージョンアプローチ、そࣇ 3 つを⤂௓ࡋ、ḟの࠺ࡼに説

明ࡋているࠋᬑ㐢アプローチࡣ、ᢈุ的ᛮ考を教࠼るࡇとを┠的とࡋた⛉┠を用いてᢈุ

的ᛮ考の一⯡的ཎ理そのࡶのを教࠼る方法࡛ࡾ࠶、インࣇュージョンアプローチࡣ、ఱか

の⛉┠ෆᐜを考ࡏࡉ࠼るࡾࡸ࡞࠺ࡼ方࡛教࠼つつ、ᛮ考の一⯡ཎ๎を♧す方法࡛࠶るࠋそ

࠺ࡼに、ᛮ考をㄏⓎするࡎࡏ♧明ࡣᛮ考の一⯡ཎ๎、ࡣて、イマージョンアプローチとࡋ
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英語࠺とい「ࡪる⛉┠を英語࡛学࠶」、ࡤ࠼たとࠋる࠶る方法࡛࠼方࡛≉ᐃ⛉┠を教ࡾࡸ࡞

イマージョン教⫱ࡀ考࠼らࢀるࠋ小ᯘࡣ（2016）ࡣ、イマージョンアプローチを、エニス

をᘬ用ࡋてḟの࠺ࡼに㏙࡭ているࠋ 

イマージョンアプローチࡣ、学ࡧᡭࡀෆᐜに῝ࡃධࡇࡴࡇࡾとにࡗࡼて、クリティ࢝

ࣝシンキンࢢスキࣝを┤᥋に♧࡞ࡉい࡞か࡛、⮬らのẼ࡙ࡁを㏻ࡋて習ᚓする指導の

 ࠋる࠶と࡛ࡇ

ᚑࡗて、英語授業におけるᢈุ的ᛮ考のイマージョンアプローチとࡣ、「演繹的推論ࡸ帰納

的推論を明♧ࡎࡏに、ᛮ考をㄏⓎするࡾࡸ࡞࠺ࡼ方࡛、英語を授業࡛教࠼るࡇと」と言࠺

 ࠋ࠺ࢁ࠶能࡛ྍࡀとࡇ

2019ᖺ度における、࠶る⚾❧▷ᮇ኱学1ᖺḟ生の “Grammar” とい࠺授業（TOEIC࡛、

500 Ⅼから 595 Ⅼを取ᚓࡋているཷㅮ生 20 名のクラス）࡛ のᢈุ的ᛮ考のイマージョࡇ、

ンアプローチを行ࡗたࡇࠋの▷ᮇ኱学の “Grammar” の授業ࡣ、ຠᯝ的に英語を理ゎࡋ、

英語࡛⾲⌧ࡁ࡛ࡀるࡇとを┠ᶆにࡋているࠋ本✏ࡣ、「演繹的・帰納的推論、そࡋてࡇの 2

つを組みྜࡏࢃた推論とࡋての௬説演繹法のイマージョンアプローチࡀ、ཷㅮ生の英ᩥ日

本語ヂ・日本ᩥ英ヂ・英ᩥ法の理ゎにᙺ❧つ」とい࠺௬説を᳨ドするたࡵのᐇ㊶報࿌࡛࠶

るࠋణࡋ、本✏࡛取ࡆୖࡾている英ᩥと英ヂ用の日本ᩥࡣ、その⛉┠࡛使用ࢀࡉているテ

キストにᥖ㍕ࢀࡉているࡶの࡛ࡲ、ࡾ࠶た取ࡆ࠶ࡾらࢀている指導ෆᐜࡣそ࡛ࡇᐇ㊶ࢀࡉ

たࡶの࡛࠶るࠋ 

 

2. ₇⧢ⓗ᥎論 

㹙英ᩥ 1㹛 The biology student read a book written by Dr. Nakayama.（ᑎ௚、2014） 

࠶㐣ཤᙧ࡛ࡃ࡞ࡣ㐣ཤศ詞ᙧ࡛ࡣたࡲᅾᙧ⌧ࡣの英ᩥのୗ⥺㒊のື詞 “read” の᫬制ࡇ

る理⏤を演繹的推論にࡗࡼて説明するࠋ野▮（1994）ࡣ、㏫࿨題・⿬࿨題・対അ࿨題をḟ

の࠺ࡼにᐃ⩏ࡋているࠋ࿨題 A「P ࡤら࡞ Q」に対ࡋて、「Q ࡤら࡞ P」を A の㏫࿨題、「P

ࡤら࡞い࡞࡛ Q い」を࡞࡛ A の⿬࿨題、「Q ࡤら࡞い࡞࡛ P い」を࡞࡛ A の対അ࿨題と࿧

㹙英ᩥࠋࡪ 1㹛のୗ⥺㒊のື詞ࡀ⌧ᅾᙧと௬説をたてるࡇࠋの英ᩥをศᯒするᚲ要ࡾ࠶ࡀ（根

ᣐ）、୺語୕ࡀே⛠༢ᩘのとࡣࡁ一⯡ື詞の࠶とに “s” ࡀつࡃ（論ᣐ）の࡛、㹙英ᩥ 1㹛の

ୗ⥺㒊ࡣ “reads” と࡞る࠶࡛ࡁ࡭る（⤖論）ࡇࠋの࿨題ࡣ、根ᣐ・論ᣐ・⤖論とい୕࠺ẁ

論法を用い、論ᣐࡀጇᙜ࡞の࡛ࡇの⤖論ࡶጇᙜ࡛࠶るࠋすࡇ、ࡕࢃ࡞の演繹的推論にࡼる

㡰࿨題ࡣጇᙜ࡛࠶るࡋࠋかࡀ࡞ࡋら、ᐇ㝿にࡣ “read” に “s” ࡀついてい࡞いの࡛、“read” 

と言（理⏤から࠺るとい࠶ጇᙜ࡛ࡣ対അ࿨題、ࡤࢀ࠶ጇᙜ࡛ࡀ㡰࿨題）い࡞ࡣᅾᙧ࡛⌧ࡣ

を「ているࢀて用いらࡋᅾᙧと⌧ࡣ ”の “readࡇ」ࡕࢃ࡞の௬説、すึ᭱、࡛ࡇそࠋる࠼

取ࡾୗࡆて「“read” ࡣ㐣ཤᙧとࡋて用いらࢀている」と⤖論࡙けらࢀる（“read”の๓に 

“has”、ࡲたࡣ “had” ࡞ࡀいの࡛㐣ཤศ詞࡛࡞ࡶい）ࠋᛮ考のὶࢀをᅗ࡛♧すとୗグの࠺ࡼ

に࡞る（▮༳ 1・▮༳ 2・▮༳ 3  ࠋ（を♧すࢀᛮ考のὶ、ࡣ

  



 
 英語授業に生かす演繹的・帰納的推論のイマージョンアプローチ 10㻡 

 

 ▮༳㸯 

 

（▮༳ 1 ࡛⾲すᛮ考のὶࡀࢀ㡰࿨題࡛、ࡇの࿨題ࡣጇᙜ࡛࠶る）   ▮༳ 2（ᐇ㝿に観察ࡋ、真ഇ

を☜ㄆする） 

 ▮༳３ 

 

（▮༳ 3 ࡛⾲すᛮ考のὶࡣࢀ、ጇᙜ࡞㡰࿨題の対അ࿨題に┦ᙜするの࡛ጇᙜ࡛࠶る） 

ᅗ㸯 

 

のሙྜ、Pࡇ  と Q P、ࡕࢃ࡞ḟのෆᐜ、すࡣ 㹙英ᩥ」ࡣ 1㹛の “read” の᫬制ࡣ⌧ᅾᙧ࡛

Q、ࡾ࠶࡛「る࠶ のࡇࠋる࠶࡛「ࡃつࡀ ”s“ ࡣの࡛、“read” に࡞ே⛠༢ᩘ୕ࡀ୺語」ࡣ

英ᩥの㡰࿨題࡛࠶る「P ࡤら࡞ Q 㹙英ᩥ」、ࡣ「る࠶࡛ 1㹛の “read” ࡣ⌧ᅾᙧ࡛࠶る࡞ら

る「Q࠶対അ࿨題࡛、ࡾ࠶࡛「ࡃつࡀ ”s“ ࡣread” に“、ࡤ ࡤら࡞い࡞࡛ P 、ࡣ「い࡞࡛

「“read” に “s” ࡀついてい࡞いの࡛、ࡇの “read” ࡣ⌧ᅾᙧ࡛࡞い」と࡞る（平柳、2018）ࠋ

対അ࿨題を使ࡗた論ドࡎࡴࡀかࡋけࡤࢀ、ḟの஦౛ཷࡀㅮ生のᛮ考をㄏⓎࡋ、理ゎをᡭຓ

けࡋてࢀࡃる࡛ࠋ࠺ࢁ࠶  

「A に、「Aࡵとをド明するたࡇ「い࡞ே࡛≢ࡀࢇࡉ ௬説を࠺る」とい࠶ே࡛≢ࡀࢇࡉ

たてるࠋ≢ே࡛ࡤࢀ࠶、≢行᫬㛫に≢行⌧ሙにいたࡇとに࡞るࡋࠋかࡀ࡞ࡋら、ᐇ㝿

ࡇる࠶ࡀಙ៰ᛶࡣそのド言に、ࢀࡉド言ࡀとࡇたࡗか࡞その⌧ሙにいࡣ行᫬㛫に≢ࡣ

とࡀド明ࢀࡉたࠋそ࡛ࡇ、A P、ࡣの஦౛࡛ࡇࠋるࢀいと⤖論࡙けら࡞ே࡛≢ࡣࢇࡉ

Q、ࡾ࠶࡛「る࠶ே࡛≢ࡀࢇࡉ㸿」ࡣ A」ࡣ とࡇ「行᫬㛫に≢行⌧ሙにいた≢ࡣࢇࡉ

を指す（平柳、2019）ࠋ 

ḟに、ఱᨾ、㡰࿨題ࡀጇᙜ࡛ࡤࢀ࠶、対അ࿨題ࡀጇᙜ࡞のかを࣋ンᅗを使ࡗて説明するࠋ

ᅗ 2（小ࡉい෇を A 、኱ࡁい෇を B とする）をぢࡤࢀ、「 A ࡛ࡤࢀ࠶ B ࡛࠶る」とい

ࠗ」る࠶その㏫࿨題࡛ࠋいࡋṇࡣ㡰࿨題࠺  B ࡛ࡤࢀ࠶ A ࡛࠶る࠘ࡣṇ࡞ࡃࡋい」ࡣ、ᅗ

2 の領ᇦをぢࡤࢀ理ゎࢀࡉる࡛ࠋ࠺ࢁ࠶「⿬࿨題࡛࠶るࠗ A ࡛࡞けࡤࢀ B ࡛࡞い࠘ࡣṇ

ࠗ、ࡀい࡞ࡃࡋ  B ࡛࡞けࡤࢀ A ࡛࡞い࠘とい࠺対അ࿨題ࡣṇࡋい」とい࠺論ドࡶᅗ 2 の

領ᇦをぢࡤࢀ理ゎࢀࡉる࡛࠺ࢁ࠶（平柳、2019）ࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 2 

A B

㹙英ᩥ 1㹛の “read” ࡣ⌧ᅾᙧと

い࠺௬説をたてる 
୺語୕ࡣே⛠༢ᩘ࡞の࡛、“read” に “s” ࡀᚲ要

 る࠶࡛

᭱ึの௬説を取ࡆࡉࡾる “read” に “s” ࡀついてい࡞いの࡛▩┪する 
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3. ௬ㄝ₇⧢ἲ 

3.1.  ௬ㄝ₇⧢ἲ 

௬説演繹法を説明するࠋᅗ 3 のୗ⥺とἼᣓᘼࡣ、ෆ⏣（2012）のᅗᘧを、▮༳࡝ࡀの㐣

⛬を意࿡するかを、ࡾࡼ明☜に♧すたࡀ⪅➹ࡵ㏣ຍࡋたࡶの࡛࠶るࠋ 

 
 帰納 演繹 観察ᐇ㦂 帰納 

ၥ題 ߝ ௬説  ண ߝ 1 ド☜ ߝテスト㸯 ߝ  1 1                                       
 演繹 帰納 演繹 観察ᐇ㦂 帰納 

཯ドߝ ௬説 ߝ 1  ண ߝ 2 テスト ߝ 2 ド☜ ߝ 2 2    
 演繹 

཯ド ߝ 2   

ᅗ 3 

 

ෆ⏣ࡣ、௬説のタᐃ（帰納）、ண （演繹）、テスト、☜ド（ࡲたࡣ཯ド）、➨஧の௬説と

い࠺▱識成㛗の㐣⛬ࡣ、ୖグの࠺ࡼにᅗ♧࡛ࡁるとࡋているࡉࠋらに、ෆ⏣ࡣ「☜ドࡣド

明࡛࡞ࡣいࠋఱᨾ࡞ら、1 ᅇࡸ 2 ᅇのテストにྜ᱁ࡋてࡶド明に࡞ࡣら࡞いから࡛࠶るࠋ

ᗈ⩏の帰納࡛࠶る」とグࡋているࠋ௬説をᥦ♧するのに帰納的推論を用い、その௬説から

のண に演繹的推論を用いるࠋその⤖ᯝを観察ࡋ、☜ドと཯ドにศけるࠋ཯ドࡀᥦ♧ࢀࡉ

たሙྜࡣ、そࢀを生みࡋࡔた対അ࿨題にᇶ࡙いて、᭱ึの௬説を取ࡾୗࡆ、➨஧の௬説を

帰納的にᥦ♧するࠋそࡋて、ࡇの௬説演繹法を理ゎするたࡵにࡣ、ḟの஦౛ཷࡀㅮ生の理

ゎをຓける࡛ࠋ࠺ࢁ࠶ 

⚄ᡞ・኱㜰࡛エス࢝レーターを使用するとࡣࡁ、ᛴい࡛いるேのたࡵにᕥഃを࠶けるࠋ

࠶࡛ྑࡣ⨨఩ࡕ❧エス࢝レーターの、ࡶの㒔ᕷ࡛࡝」࡛ࡇそࠋる࡞ഃにྑࡣ⨨఩ࡕ❧

࡛ࡇの࡛、そ࡞の㸯つ「その㒔ᕷ」ࡣ横὾ࠋ௬説をたてる（帰納的推論）࠺とい「࠺ࢁ

「てࡋテストを」ᐇ㝿に横὾࡛ࠋとண する（演繹的推論）࠺ࢁ࠶ഃ࡛ྑࡣ⨨఩ࡕ❧ࡶ

みると、ࡇの௬説ࡀᙜてࡲࡣら࡞いࡇとุࡀ明ࡋたࠋ཯ドࡀᥦ♧ࢀࡉたࡇとに࡞るࠋ

そ࡛ࡇ、➨஧の௬説（関ᮾࡕ❧ࡣ఩⨨ࡀᕥ࡛、関西ྑࡣ）をたてるࠋ౛እを㝖ࡃと、

 ࠋ明する（平柳、2019）ุࡀとࡇるࡲࡣᙜてࡀの௬説ࡇ

 

3.2.  日本文ࡢ英ヂ࡜英文ࡢ日本語ヂࡿ࠸⏝࡟௬ㄝ₇⧢ἲ 

 㹙日本ᩥ 1㹛を英ヂするとࡲ、ࡁた㹙英ᩥ 4㹛・㹙英ᩥ 6㹛・㹙英ᩥ 9㹛を日本語ヂするとࡁ

に௬説演繹法を用いるࠋ「帰納的に௬説をタᐃࡋ、演繹的にその௬説をᙜてࡵࡣる」とい࠺

௬説演繹法࡛、ࡇの 2 つの推論から⤖論࡙けらࢀた⤖ᯝࡀጇᙜか࠺࡝かを、イマージョン

アプローチ࡛☜ㄆするࡇとに࡞るࠋ 

 

3.2.1.㹙日本文 1㹛ࠕ日本ࠊࡣ⏨ᛶ࡜ዪᛶࡀᖹ➼ࡢᅜ࡛ࠖ࠿ࡍ㸦ᑎ௚2014ࠊ㸧 

 㹙日本ᩥ 1㹛の୺語ࡣ「日本」࡛ࡾ࠶、「⏨ᛶとዪᛶ」࡛࡞ࡣいࠋ「平➼」の୺語ࡣ「⏨

ᛶとዪᛶ」࡛࠶るཷࠋㅮ生ࡇ、ࡣの日本ᩥの英ヂࡀୗグの㏻࠶࡛ࡾるࡇとをᢸᙜ教員から

教ࡇ、ࡾࢃの日本ᩥの୺語ࡀ「日本」࡛࠶るࡇとを☜ㄆするࠋ 



 
 英語授業に生かす演繹的・帰納的推論のイマージョンアプローチ 10㻣 

㹙日本ᩥ 1㹛の英ヂ   Is Japan a country where men and women are equal? 

ཷㅮ生ࡇ、ࡣの౛♧から「ࡣ」と「ࡀ」とい࠺日本語の使い方に関ࡋて、ḟの࡞࠺ࡼ௬説

 ࠋとを帰納的に⤖論࡙けᚓるࡇつ❧ࡾ成ࡀ

㹙௬説 1㹛 

 ࠋるࡀ⧄ᚋのື詞と᭱ࡣ「ࡣ」、ࡂ⧄とのື詞を࠶その๓の名詞とそのࡣ「ࡀ」

 ࠋᚓるࡋ日本ᩥにヂ࡞࠺ࡼୗグの、ࡣて、ḟの英ᩥࡋの௬説を演繹的に㐺用ࡇ

㹙英ᩥ 2㹛 Mary knew that John would propose to her.（ᑎ௚、2014） 

㹙英ᩥ 2㹛の日本語ヂ 「メアリーࡣ、ジョンࡀ⮬ศに⤖፧を⏦ࡋ込ࡇࡴとを▱ࡗていた」 

㹙௬説 1㹛のጇᙜᛶを኱野（1999）のᐃ⩏にࡗࡼて☜ㄆ࡛ࡁるࠋ኱野 ࡣ、「ࠗ ┤ࡣ࠘ࡀ

ୖの名詞（代名詞）とそのୗのື詞を⤖ࡧ、ࠗ ࠋているࡋ⩏とᐃ「ࡪ⤖ᮎのື詞とᩥࡣ࠘ࡣ

いࡃつかの஦౛から帰納的に௬説をᥦ♧ࡋ、そࢀを演繹的に㐺用ࡋているの࡛、௬説演繹

法にࡼるศᯒ࡛࠶るࠋ「帰納的推論と演繹的推論࡛導いた⤖論ࡀጇᙜ࡛࠶る」とイマージョ

ンアプローチ࡛☜ㄆ࡛ࡁたࡇとに࡞るࠋ 

 

3.2.2.  2 ࡢ 䇿㻴㼑 㼕㼟 㼍 㼜㼞㼑㼟㼕㼐㼑㼚㼠.䇿 ࡜ 䇿㻹㼞. 㼅㼍㼙㼍㼐㼍 㼕㼟 㼠㼔㼑 㼜㼞㼑㼟㼕㼐㼑㼚㼠 㼛㼒 㼄 㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥䇿ࠊ英文ࡢࡘ

ၥࡢ࠸英文 

㹙英ᩥ 3㹛 Who is the president of X University? 

㹙英ᩥ 4㹛 Mr. Yamada is the president of X University. 

㹙英ᩥ 5㹛 What is Mr. Yamada? 

㹙英ᩥ 6㹛 He is a president.   

㹙英ᩥ 3㹛に対する応⟅ᩥࡀ㹙英ᩥ 4㹛࡛ࡾ࠶、㹙英ᩥ 5㹛に対する応⟅ᩥࡀ㹙英ᩥ 6㹛

㹙英ᩥࠋる࠶࡛ 4㹛࡛ࡣ、英語のᐃෙ詞ࡣ๓ฟのࡶのを指すの࡛、 “the president” ࡀᪧ情

報࡛ࡾ࠶、“Mr. Yamada” ࡀ᪂情報に࡞るࠋその名๓ࡣ「井ୖࡶ࡛ࢇࡉ、⏣୰࡞ࡶ࡛ࢇࡉ

た、㹙英ᩥࡲࠋる࠶᪂情報࡛ࡣ ”るの࡛、“Mr. Yamada࡞る」と࠶࡛ࢇࡉ⏣山、ࡃ 6㹛࡛ 、ࡣ

“He” ࡣ代名詞࡛๓ฟのேを指すの࡛、ᪧ情報とࡾ࡞、“a president” ࡀ᪂情報と࡞るࠋᙼ

日本語にヂすと㹙英ᩥࠋる࡞と「る࠶学㛗࡛、ࡃ࡞ࡣᨻ἞ᐙ࡛、ࡃ࡞ࡣ࡛⪅་」ࡣ 4㹛ࡣ

「山⏣ࡀࢇࡉ----」࡛ࡾ࠶、㹙英ᩥ 6㹛࡛ࡣ、「山⏣ࡣࢇࡉ---」と࡞るࠋᚑࡗて、「S+V+C」

のᵓᩥ࡛、「S と C」ࡀ「᪂情報と“the”」のሙྜࡣ「᪂情報+ࡀ」に、「ᪧ情報と“a” (“an”)」

のሙྜࡣ「ᪧ情報とࡣ」に日本語ヂฟ᮶ると帰納的に⤖論࡙けらࢀるࠋ௨ୖのࡇとを演繹

的に㐺用すると、ḟの日本ᩥの英ヂのゎ⟅ࡣ௨ୗの㏻ࡾと࡞るࠋ 

㹙日本ᩥ 2㹛 ࡀࢀࡇ、᫖日㈙ࡗた CD ࡛すࠋ 

㹙英ᩥ 7㹛 This is the CD I bought yesterday. 

㹙日本ᩥ 3㹛 ᑎཎ༤ኈࡣ、Ἑෆ኱学の言語学の෸教授࡛すࠋ 

㹙英ᩥ 8㹛 Dr. Terahara is an associate professor of linguistics at Kawachi 

University.  
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㹙௬説 2㹛 

「S+V+C」のᵓᩥ࡛、「S と C」ࡀ「᪂情報と“the”」のሙྜࡣ「᪂情報㸩ࡀ」に、「ᪧ

情報㸩“a” (“an”)」のሙྜࡣ「ᪧ情報㸩ࡣ」に日本語ヂฟ᮶るࠋ 

とイマージョンアプローチ「る࠶ጇᙜ࡛ࡀ帰納的推論と演繹的推論࡛導いた⤖論」、ࡣࢀࡇ

࡛☜ㄆ࡛ࡁた౛࡛࠶るࠋ 

 

3.2.3. 㹙英文 㻥㹛㼀㼔㼑 㼎㼛㼤㼑㼞 㼐㼛㼑㼟 㼚㼛㼠 㼣㼑㼕㼓㼔 㼙㼛㼞㼑 㼠㼔㼍㼚 40 㼗㼕㼘㼛㼟.㸦ᑎ௚2014ࠊ㸧 

 「18 ṓ௨ୖの日本ேࡣᢞ⚊ᶒをࡶつ」とい࠺㸯つの࿨題18」、ࡣ ṓの日本ேࡣᢞ⚊ᶒを

ࠗ」つ」をྵ意するの࡛、日本語のࡶ 〜௨ୖ࠘ࡣ、ࠗ 〜࠘の㒊ศのᩘᏐをྵ意する」と帰納

的に推論࡛ࡁるࠋ「英語の “more than” の日本語ヂࠗࡣ ௨ୖ ͆、からࡔ࠘ more than 〜” の 

“〜” といᩘ࠺Ꮠをྵࡴ」とい࠺௬説をたて、“not more than 40 kilos” 40」、ࡣ キロᮍ‶」

とい࠺意࿡に࡞ると演繹的に推論するࡋࠋかࡀ࡞ࡋら、ཷㅮ生ࡣ、ᢸᙜ教員にࡗࡼて、ṇ

40」、ࡣいヂࡋ キロᮍ‶」࡛40」ࡃ࡞ࡣ キロ௨ୗ」࡛࠶ると教ࢃるࠋそࡇ、࡛ࡇの帰納的

かつ演繹的に推論ࡋた௬説ࡣㄗࡾとい࠺⤖ᯝࡀᚓらࢀるࡇࠋの “more than 〜” の意࿡を

調࡭ると、ዟὠ（1988）ࡣ「“more than 〜” ࡣ、〜とい࡞ࢀࡲྵࡣᩘ࠺い」とグࡋてい

るࢀࡇࠋを௬説とࡋて、㹙英ᩥ 9㹛の意࿡40」、ࡣ キロ௨ୗ」࡛  ࠋるࡁると演繹的に推論࡛࠶

㹙௬説 3㹛 

日本語の「〜௨ୖ」ࡣ「〜」のᩘᏐをྵࡀࡴ、英語の “more than 〜” ࡣ “〜”とい࠺

ᩘᏐをྵ࡞ࡲいࠋ  

とイマージョンアプローチ「る࠶ጇᙜ࡛ࡀ帰納的推論と演繹的推論࡛導いた⤖論」、ࡶࢀࡇ

࡛☜ㄆ࡛ࡁた౛࡛࠶るࠋ 

 

4.  䇾㻹㼡㼟㼠䇿 ࠕ࡜ࠖົ⩏ࠕࡀᚲ↛ᛶࠖࢆព࿡ࡢࡁ࡜ࡿࡍ࿨㢟論⌮࡜英文ἲྰࡢᐃ 

4.1.  ▩┪㛵ಀ࡜཯ᑐ㛵ಀ 

野▮（2006）にࡤࢀࡼ、㐃言「かつ」、㑅言「ࡲたࡣ」、ྰᐃ「࡞い」、᮲௳法「࡞らࡤ」

࡛成ࡾ❧つ論理య⣔ࡣ࿨題論理࡛ࡾ࠶、඲⛠「す࡭て」とᏑᅾ「࠶る」の推論をయ⣔化す

る論理య⣔ࡣ㏙語論理࡛࠶るࡉࠋらに、野▮（2006）ࡣ、「ྰᐃ」を、࠶る୺ᙇと୧❧୙

ྍ能࡞す࡭てのሙྜを࢝バーするࡶのとᐃ⩏ࡋているࠋ「൅ࡣᙼዪࡀ᎘い」のྰᐃᩥࡣ、「൅

㸰つの領ᇦを࠺い「る࠶࡛ࡁዲࡀᙼዪࡣ൅」い」と࡞ࡶい࡛᎘、ࡋい࡞ࡶ࡛ࡁᙼዪをዲࡣ

ࡇࠋるࢀと演繹的に⤖論࡙けら「い࡞࠼言ࡣᙼዪを᎘いとࡣ൅」、るの࡛࡞た領ᇦにࡏࢃ࠶

ᅗࡣࢀ 4 の  1  と  2  をࡏࢃ࠶た領ᇦと࡞るࠋ「ዲࡁ」と「᎘い」ࡣ཯対関係にࡾ࠶、

「ዲࡁ」と「ዲ࡞࡛ࡁい」ࡣ▩┪関係に࠶るࠋ山ୗ（1985）のᐃ⩏にࡤࢀࡼ、▩┪関係と

2、ࡣ つのᩥࡀとࡶに真࡛࡞࠼ࡾ࠶いࡲ、ࡋたとࡶにഇ࡛࡞ࡶい関係࡛ࡾ࠶、཯対関係と

関係┪▩、ࡤࢀ࠼言い᥮ࠋる࠶る関係࡛࠼ࡾ࠶にഇ࡛ࡶと、ࡀい࡞ᚓࡾ࠶に真࡛ࡶと、ࡣ
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とࡣ㔜࡞ࡶࢀ₃ࡶࡾ࡞い関係࡛ࡾ࠶、཯対関係とࡣ㔜࡞ࡣࡾ࡞い࠶ࡀࢀ₃ࡀる関係࡛࠶る

（平柳: 2019）ࠋ 

 

ᅗ 4 

 

4.2.  䇾㻹㼡㼟㼠䇿 ࢆࠖົ⩏ࠕࡀព࿡ࡢࡁ࡜ࡿࡍ࿨㢟論⌮࡜英文ἲྰࡢᐃ 

 ௰ᓥ（2018）「ࡁ࡭」、ࡣのྰᐃを、ࡎࡲ、「といࢃ࠺け࡛࡞ࡣい」をᩥᮎにつけ࠺ࡼと

୺ᙇࡋているࠋそ࡛ࢀ「野⳯を㣗࡭るࡔࡁ࡭」のྰᐃࡣ、「野⳯を㣗࡭るࡁ࡭といࢃ࠺け࡛

野⳯を」、ࡃ࡞け࡛ࡔ཯対関係の領ᇦ࠺とい「い࡞࡛ࡁ࡭る࡭野⳯を㣗」、ࡾ࡞い」と࡞ࡣ

㣗࡭てࡶ㣗ࡃ࡞࡭てࡼࡶい」とい࠺領ᇦをࡶ指すࡇとに࡞ると説明ࡋているࠋᑎ௚（2014）

に「ࡁ࡭」、ࡤࢀࡼと「࡞ࡋけ࡞ࡤࢀら࡞い」ࡣ、⛬度࡞␗ࡣるࡌྠࡀ「⩏ົ」を⾲すຓື

詞࡛࠶るࠋᨾに、௰ᓥの言「ࡁ࡭」࠺を「࡞ࡋけ࡞ࡤࢀら࡞い」とࡋ、その௬説を演繹的

に㐺用すࡤࢀ、「ドアを㛤け࡞け࡞ࡤࢀら࡞い」のྰᐃᩥࡣ、「ドアを㛤け࡞け࡞ࡤࢀら࡞

いといࢃ࠺け࡛࡞ࡣい」と࡞るࠋ 

ḟに、࿨題論理と英ᩥ法におけるྰᐃの意࿡領ᇦの㐪いをศᯒするࠋᅗ 6 ᅗࡣ 5 の౛♧

ᅗ」、ࡣ山ୗ（1985）ࠋる࠶࡛ 5 とᅗ 6 の(A)と(D)、(B)と(C)ࡣ▩┪関係、(C)と(D)ࡣ཯対

関係、(A)と(B)ࡣ小཯対関係࡛ࡾ࠶、そࡋて(A)ࡣ(C)をྵ意ࡋ、(B)ࡣ(D)をྵ意ࡋている」

と説明ࡋているࡉࠋらに、山ୗ（1985）ࡣ、小཯対と2、ࡣ つのᩥࡀとࡶに真࡛࠺ࡾ࠶る

「い࡞ら࡞ࡤࢀけ࡞ドアを㛤け」、らにࡉࠋているࡋ⩏い関係とᐃ࡞࠼ࡾ࠶にഇ࡛ࡶと、ࡀ

とい࠺ᅗ 6 の(C)のྰᐃࡣ(B)の意࿡領ᇦと࡞るの࡛、「ドアを㛤け࡞け࡞ࡤࢀら࡞いとい࠺

 ࠋる࡞とにࡇるࡏ⾲と言い「いࡼてࡃ࡞ドアを㛤け」、ࡣ「い࡞ࡣけ࡛ࢃ

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 5 

 

ᅗ 㻢 

ዲࡁ ᎘い ዲࡶ࡛ࡁ᎘い࡛࡞ࡶい 

1 2 3

(A) (B) 

(D) (C) 

小཯対

ྵ意 
▩

ྵ意 
▩

┪

཯対

┪

 いࡋࢁࡼてࡋ
࡛↛ᙜࡀとࡇい࡞ࡋ

࡞ࡣとࡇ࠺るとい࠶

い  (A) 

いࡋࢁࡼࡶてࡃ࡞ࡋ

といࡇ࠺と࡞ࡣい 
す࠶࡛ࡁ࡭る（࡞ࡋけ

 い）(C)࡞ら࡞ࡤࢀ

 ࡞ࡃࡋࢁࡼࡣてࡋ
い        
࡛↛ᙜࡀとࡇい࡞ࡋ

 る (D)࠶

 いࡋࢁࡼࡶてࡃ࡞ࡋ
す࠶࡛ࡁ࡭るとい࠺

 い (B)࡞ࡣとࡇ
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山ୗ（1985）ࡣ、ୖグ(A)、(B)、(C)、(D)の౛とࡋて、ḟのᩚᩘを用いた౛ࡶᣲࡆてい

るࠋ 

(A): nӌ0    (B): 0ӌn     (C): n͢0     (D): 0͢n   ణࡋ、n  ࠋる࠶࡛ᩘᩚࡣ

(A)ࡣ「ࢮロ௨ୗ」、(B)ࡣ「ࢮロ௨ୖ」、(C)ࡣ「ࢮロᮍ‶」、(D)ࡣ「ࢮロを㉸࠼る」領ᇦを

指すࠋ 

௨ୗにグ㍕ࢀࡉている㹙英ᩥ 10㹛ࡣᅗ 6 の(B)に、㹙英ᩥ 11㹛ࡣᅗ 6 の(D)にそࢀࡒࢀ┦

ᙜするࠋすࡕࢃ࡞、「㹙英ᩥ 10㹛の意࿡領ᇦࡣ、㹙英ᩥ 11㹛の意࿡の意࿡領ᇦをྵ意ࡋてい

る」と演繹的に⤖論࡙けらࢀるࠋ 

㹙英ᩥ 10㹛 You may not open the door.（ᑎ௚、2014） 

㹙英ᩥ 11㹛 You must not open the door.（ᑎ௚、2014） 

 

 ࠋるࡏ⾲ࡶに࠺ࡼୗᅗの、ࡣの関係ࡇ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 7 

 

㹙英ᩥ、ࡣのテキストࡇ 10㹛ࡀ୙チྍ、㹙英ᩥ 11㹛ࡀ⚗Ṇを࠶らࢃす౛ᩥとゎ説ࡋてい

るࡇ、ࡀの 2 ᩥの࠶らࢃす意࿡領ᇦの㐪いにࡣ言ཬࡋてい࡞いࠋ㧗᲍（1995）ࡣ、「⩏ົ」

を࠶らࢃす “must” のྰᐃᩥࡣ、“need not” ࡲたࡣ “do not have to”（㹼をするᚲ要࡞ࡣ

い）࡛࠶ると指᦬ࡋているࡇࠋのྰᐃᩥࡣ、論理学ୖの཯対関係に࠶るᴫᛕ࡛ࡃ࡞ࡣ（཯

対関係に࠶るᴫᛕ࡛ࡤࢀ࠶ “must not” と࡞る）、▩┪関係に࠶る領ᇦを⾲すࡲ ࠋた、͆You 

may not open the door.” と “You don’t have to open the door.” とྠࡣ領ᇦを指すと帰納

的に推論࡛ࡁるࠋఱᨾ࡞ら、࿨題論理におけるᅗ 6 の(B)と(C)ࡣ▩┪関係の意࿡領ᇦを⾲

ࡔ ”do not have to“ ࡣ⌧⾲す “must” の▩┪関係を⾲すࢃら࠶英ᩥ法における⩏ົを、ࡋ

から࡛࠶るࠋ 

 

4.3.  䇾㻹㼡㼟㼠䇿 ࠕࡀᚲ↛ᛶࠖࢆព࿡ࡢࡁ࡜ࡿࡍ࿨㢟論⌮࡜英文ἲྰࡢᐃ 

㧗᲍（1995）ࡣ、“must”（「ࡀࡕい࡞い」）のྰᐃࡀ、“cannot”（「࡞ࡣࡎࡣい」）࡛࠶る

You must open the door. 
（ドアを㛤け࡞け࡞ࡤࢀ

ら࡞い） 

You must not open the door.
（ドアを㛤けてࡣいけ࡞い）

You may open the door.
（ドアを㛤けてࡼい） 

You may not open the door.
（ドアを㛤けࡃ࡞てࡼい） 

You may or may not open the door. 
（ドアを㛤けてࡶ㛤けࡃ࡞てࡼࡶい） 
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と指᦬ࡋているࡇࠋのテキストにࡣ、ḟの࡞࠺ࡼ౛ᩥࢀࡉ♧ࡀているࠋ  

㹙英ᩥ 12㹛 “Kenji must be very sleepy, after staying awake all night.”（ᑎ௚、2014） 

㹙英ᩥ 13㹛 “Kenji cannot be very sleepy, after staying awake all night.”（ᑎ௚、2014） 

英ᩥ法࡛ࡣ、㹙英ᩥ 12㹛のྰᐃᩥࡣ㹙英ᩥ 13㹛࡛ Kenji」ࠋる࠶  い」 と࡞いࡀࡕいに╀ࡣ

「Kenji 㹙英ᩥࢀࡒࢀそ、ࡣ「い࡞ࡣࡎࡣい╀ࡣ 12㹛と㹙英ᩥ 13㹛のୗ⥺㒊の日本語ヂ࡛

のࡇࠋる࠶ 2 つの意࿡領ᇦࡣ、論理学ୖの཯対関係を࠶らࡋࢃているࡇࠋの関係をᅗ࡛࠶

らࢃすとᅗ 8 とᅗ 9 の࠺ࡼに࡞るࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 8 

 

山ୗ（1985）の♧すูのᅗ࡛⾲⌧すࡤࢀ、ḟの࠺ࡼに࡞るࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 㻥 

 

 ᅗ 8 とᅗ 9 から、「“Kenji may be sleepy.” ࡣ “Kenji must be sleepy.”の領ᇦを、“Kenji 

may not be sleepy.” ࡣ “Kenji cannot be sleepy.”の領ᇦをྵ意する」と言࠼るࡲࠋた、ᅗ

9 から࿨題論理࡛ࡣ、「ࡀࡕい࡞い」のྰᐃࡣ「࡞いか࡞ࢀࡋࡶい」࡛ 「い࡞ࡀࡎࡣ」、ࡾ࠶

のྰᐃࡣ「か࡞ࢀࡋࡶい」࡛࠶ると⤖論࡙けらࢀるࠋ࿨題論理におけるྰᐃᩥࡣ、⫯ᐃᩥ

の▩┪関係の領ᇦ࡛࠶るࠋ一方、英ᩥ法におけるྰᐃᩥࡣ、その཯対関係の領ᇦ࡛ࡾ࠶、

Kenji must be sleepy. 
（╀いにࡀࡕい࡞い） 

Kenji cannot be sleepy.
（╀い࡞ࡀࡎࡣい） 

Kenji may be sleepy. 
（╀いか࡞ࢀࡋࡶい）

Kenji may not be sleepy. 
（い࡞ࢀࡋࡶいか࡞ࡃ╀）

Kenji may or may not be sleepy. 
（╀いか࡞ࢀࡋࡶい࡞ࡃ╀、ࡋいか࡞ࢀࡋࡶい） 

Kenji may be sleepy. 
（╀いか࡞ࢀࡋࡶい） 

Kenji may not be sleepy. 
 （い࡞ࢀࡋࡶいか࡞ࡃ╀）

Kenji cannot be sleepy. 
（╀い࡞ࡀࡎࡣい） 

Kenji must be sleepy. 
（╀いにࡀࡕい࡞い） 

▩ 
┪

ྵ 意 ྵ 意

▩ ┪

཯対

小཯対
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ᚲྠࡶࡋࡎ一の領ᇦを指࡞ࡉいࠋ 

㹙௬説 4㹛 

“Must” ࡀ「⩏ົ」を意࿡するとࡁ、࿨題論理と英ᩥ法におけるྰᐃࡣ、⫯ᐃᩥの▩

┪関係といࡌྠ࠺領ᇦをࡉすࠋ一方、ࡇのຓື詞ࡀ「ᚲ↛ᛶ」を意࿡するとࡁ、࿨題

論理のྰᐃࡣ⫯ᐃᩥの▩┪関係の領ᇦ࡛ࡾ࠶、英ᩥ法のྰᐃࡣその཯対関係の領ᇦを

指ࡇ、ࡋの 2 つのྰᐃࡣᚲྠࡶࡋࡎ一の領ᇦを指࡞ࡉいࠋ  

 

 ンケート⤖ᯝ࢔ .5

 ᢸᙜࡋた “Grammar” とい࠺授業ࡣ㸯クラスࡔけ࡛ࡗ࠶たの࡛、アンケート調査をࡋた

日1、ࡣ 名Ḟᖍ࡛ᅇ⟅⪅ࡣ 19 名࡛ࡗ࠶たࠋアンケートෆᐜࡣ、௜㘓にᥖ㍕ࡋているࠋ英語

授業（英ᩥの日本語ヂ・日本ᩥの英ヂ・英ᩥ法）࡛用いた論ドࡀ英語学習にᙺ❧ࡗたか࡝

 ࠋたࡗ࡞ᯝに⤖࡞࠺ࡼḟのࠋたࡡかをイ࠺

 

 ኱いにᙺ❧ࡗた ᙺࡗࡔた
ᙺࡗࡔた・ 

（*）い࡞からࢃࡃࡼ
い࡞からࢃ

ᙺ❧たࡾࡲ࠶

 たࡗか࡞
ᙺ❧た 
 たࡗか࡞

ேᩘ 7 8 1 3 0 0 

（*）19 名୰ 1 名ࡣ、「ᙺ❧ࡗた」と「ࢃࡃࡼから࡞い」の୧方の㡯┠にチ࢙ックをࡋていたࠋ 

⾲ 1 

 

「኱いにᙺ❧ࡗた」を 5、「ᙺ❧ࡗた」を を「い࡞からࢃࡃࡼ」、4 ࡞ᙺ❧たࡾࡲ࠶」、3

かࡗた」を 2、そࡋて、「ᙺ❧た࡞かࡗた」を 1 とࡋて、4.18 とい࠺平ᆒを⟬ฟࡋた（ణ

の「い࡞からࢃࡃࡼ」と「たࡗ❧ᙺ」、ࡋ 2 つを㑅ᢥࡋたཷㅮ生ࡣ 3.5 とࡋた）ࡲࠋた、ア

ンケート࡛ࡣ、「኱いにᙺ❧ࡗた」ࡲたࡣ「ᙺࡗࡔた」を㑅ᢥࡋたཷㅮ⪅に、ᐇ㝿に英語授

業࡛用いた 5 つの㡯┠（௜㘓をཧ↷）の࡝、ࡕ࠺の㡯┠࡝、ࡀの࠺ࡼにຮᙉにࡗ࡞たかを

ᑜࡡたཷࠋㅮ⪅のコメントをୗグにグ㍕するࡇࠋのアンケートにグ㍕ࡋた「2019 ᖺ度 

“Grammar” に使ࡗた論ド」ࡣ、本✏࡛論ࡌたෆᐜと㔜」ࡋているの࡛、「௜㘓」にࡣၥい

㢌࡛アンケートཱྀ、ࡣとࡇ௨ୗのコメントを本✏にグ㍕する、ࡋణࠋているࡋけをグ㏙ࡔ

ᅇ⟅⪅のᢎㅙをᚓている࡞ࠋお、ཎᩥの࡛ࡲࡲグ㏙ࡋているࠋ 

 

㡯┠ 1 ・௒࡛ࡲ英ᩥを㞺ᅖẼ࡛ㄞ࡛ࢇいる㒊ศࡀከかࡗたࢀࡇ、ࡀを⪺いたとࡁ、法

๎を࠶てࡵࡣて論理的にㄞࡇࡴと࠺ࡇࡣいࡇ࠺とࡔとࢃかࡗたࠋ 

・日本語の㐣ཤᙧࡣཎᙧとࡣ㐪࠺ᙧに࡞るࡀ、英語࡛ࡌྠࡣᙧに࡞るࡶのࡀከ

 ࠋたࡁ理࡛ᩚࡀていたࡋΰ஘、ࡾ࠶ࡃ

・調࡞࡭けࡤࢀ▱ら࡞かࡗたといࡶ࡞࠺ࡼ࠺のを▱るࡇとࡁ࡛ࡀたࠋ 

・᫬制の༊ูࡀつࡇࡃと࡛X-reading ࡶ levelの㧗い本ࢇࡕࡁࡶと理ゎ࡛ࡁたࠋ 

・一つ一つᡭ㡰をおࡗて説明ࢀࡉていたとࢁࡇとࢃかࡸࡾすいᅗࡗ࠶ࡀたࠋ 



 
 英語授業に生かす演繹的・帰納的推論のイマージョンアプローチ 11㻟 

・௬ᐃするࡇとの㡰ᗎをᅗ࡛かかࢀて࠶るの࡛、考ࡸ࠼すかࡗた࡛すࠋ 

・“read” の᫬制ࡃࡼࡣ考࡞࠼いと㛫㐪࠼るの࡛、考࠼方ࢃࡃࡼࡀかࡗたࠋ 

㡯┠ 2 ・英語にᴫᛕの࡞い「ࡣ」「ࡀ」ࡸをヂすࡇとࡣᑡࡋ㞴ࡋいと考࠼ていたの࡛、

 ࠋたࡁ理ゎ࡛ࡃࡼ

・Writing の授業࡛、⣽かいと࡛ࡲࢁࡇ意識ࡎࡏ᭩いていて、バラバラ࡛言い

たいࡇとࡀఏࡗࢃてい࡞かࡗたけࢇࡕࡁ、࡝と༊ูするࡇと࡛⩻ヂࡶࡾࡼ⮬

ศの力࡛᭩ࡇࡃとࡀᴦࡋࡲࡾ࡞ࡃࡋたࠋ 

ᚓらࡀい▱識ࡋたの࡛、᪂ࡗか࡞ࡀとࡇたࡋの使いศけを意識「ࡀ」と「ࡣ」・

 ࠋたࢀ

㡯┠ 3 ・௒࡛ࡲ日本語を使࠺とࡶࡁ意識ࡋてい࡞かࡗたࡇとࡗࡔたの࡛▱るࡇと࡛ࡀ

たࡗከかࡀとࡇるࢀࡉὀ意ࡶた、“a” と “the” の使いศけࡲࠋたࡗかࡼてࡁ

の࡛ぬ࠼ておࡁたいとᛮࡗたࠋ 

・༢語ࡃ࡞ࡷࡌて、ࢇࡕࡁとᩥ࡛考࠼らࢀる࠺ࡼにࡗ࡞たࠋ 

・「a」と「the」のࡕ࡝らを使ࡁ࡭࠺かศから࡞ࡃ࡞るࡇとࡗ࠶ࡃࡼࡀたの࡛、

とてࡶຮᙉにࡋࡲࡾ࡞たࠋ 

ࡼらにᩥをࡉ、たの࡛ࡗか࡞ていࡗศかࡃࡼࡶ日本語࡛、ࡣ「ࡀ」と「ࡣ」・

みࡵࡇる࠺ࡼに࡞るࠋ 

㡯┠ 4 ・「௨ୗ」と「ᮍ‶」のࡀࡕいࡀヲࡃࡋ説明ࢀࡉていて理ゎࡸࡋすかࡗたࠋ 

ていࡋに “not more than” の意࿡をㄗゎ࠺ࡼていたࢀプリント࡛᭩かࡶ⚾・

たの࡛、ࢇࡷࡕ࡛ࡇࡇと学࡭てࡼかࡗたࠋ 

・ᮍ‶と௨ୗのࡀࡕいࡣ㔜要࡞のに、ࢃࡃࡼから࡞かࡗたからࡼかࡗたࠋ 

㡯┠ 5 ・日本語とࡧࡣみ࠺ࡻに㐪࠺ニュアンス࡛࠶るの࡛、説明をࡋてࡶら࠼て࡞る

 ࠋた࠼とᛮ࡝࡯

・ᅗにࡋて┠࡛ぢてࢃかࡸࡾすかࡗたの࡛、ၥ題をၥࡃ᫬にࡇのᅗをᛮいฟࡋ

てၥࡇࡃとࡁ࡛ࡀそࡔ࠺とᛮࡗたࠋ 

・言ⴥ࡛ࡣ意࿡ࡷࡕࡈࡷࡕࡈࡀにࡗ࡞ていた㒊ศࡀᅗ࡛᭩かࢀていたࡇと࡛、

 ࠋたࡋࡲࡾ࡞に࠺ࡼศかるࡾࡁࡗࡣ

ఱ、࡝ࢀけ࠺ࡲࡋてࡁ࠶、ࡾたࡗ࡞ࡃ࡞けをぢていると㏵୰࡛ศからࡔ❶ᩥ・

 ࠋた࡛すࡗすかࡸࡾてศかࡗ࠶ࡀてศけるᅗ࠼ているのか┠にぢࡗ࡞࠺࡝ࡀ

 

㻢. ⤖論 

英語࡛、ࡋຠᯝ的に英語を理ゎ、ࡣ ”た⚾❧▷ᮇ኱学の “Grammarࡋ授業をᢸᙜࡀ⪅➹

の授業࡛、演繹的・帰納的推論のイマージョンアࡇࠋているࡋとを┠ᶆにࡇるࡁ࡛ࡀ⌧⾲

プローチを用いたࠋイマージョンアプローチとࡣ、ᛮ考の一⯡ཎ๎ࡣ明♧ࡎࡏに、ᛮ考を

ಁす方法࡛࠶るࡇࠋの授業のテキストにグ㍕ࢀࡉている英ᩥと英ヂ用の日本ᩥを使ࡗて「ᢈ

ุ的ᛮ考の演繹的・帰納的推論、そࡋてࡇの 2 つを組みྜࡏࢃた௬説演繹法を用いศᯒす

るࡇとにࡗࡼて、ཷㅮ生ࡀ日本ᩥの英ヂ・英ᩥの日本語ヂ・英ᩥ法を理ゎするࡇとにᙺ❧

つ」とい࠺௬説をたて、ࡇの௬説にጇᙜᛶ࠶ࡀるか࠺࡝かを、ࡇのアンケート⤖ᯝから❧
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ドࡋた19ࠋ 名のཷㅮ⪅から5、ࡣ ẁ㝵ホ౯࡛ 4.18 とい࠺平ᆒを⟬ฟࡋたࠋアンケートᅇ

⟅⪅のேᩘのᑡࡣࡉ࡞課題࡛࠶ࡣるࡀ、ཷㅮ生からのコメントからࡶ「イマージョンアプ

ローチ࡛、演繹的・帰納的推論、௬説演繹法を用いるࡇとࡀ、ୖグ 3 つのศ野࡛、英語授

業にᙺに❧ࡗた」と言࠼るの࡛࡞ࡣい࠺ࢁࡔか࡞ࠋお、௬説演繹法とࡣ、௬説を帰納的に

ᥦ♧ࡋ、そࢀを演繹的にண ࡋ、ᐇ㝿に観察ࢀࡉたࡇとと↷らࡏࢃྜࡋて、その௬説のጇ

ᙜᛶを᳨ドするࡇと࡛࠶るࠋ演繹とࡣ、๓ᥦࡀ真࡛ࡤࢀ࠶⤖論ࡶ真と࡞る࡞࠺ࡼ推論࡛࠶

ࡋそࠋる࠶い推論࡛࡞限らࡣると࠶真࡛ࡀ論⤖ࡶてࡗ࠶真࡛ࡀ๓ᥦ、ࡣ一方、帰納と、ࡾ

て、推論とࡣ、๓ᥦと࡞る࿨題から⤖論を導ࡇࡃと࡛ࡾ࠶、࿨題とࡣ、真かഇをุู࡛ࡁ

るグ㏙ᩥ࡛࠶るࠋ 

ḟの、ࡣ࡛✏た、本ࡲ 4 つの帰納的にᥦ♧ࢀࡉた௬説のጇᙜᛶを᳨ドࡋたࠋその௬説と

るか、ղ「S+V+C」のࡀ⧄るື詞と࠶の఩⨨に࡝ࡣ「ࡣ」と「ࡀ」ձ 日本語のຓ詞、ࡣ

ᵓᩥ࡛、日本語のຓ詞「ࡀ」と「ࡣ」ࡀ୺語に௜㝶ࡋているとࡁ、୺語における情報の᪂・

ᪧ「ࡀ」ࡀと「ࡣ」に対応するࡇと、ճ “more than” と「௨ୖ」の意࿡領ᇦの㐪い、մ “must” 

ࡒࢀそ、ࡀ࿨題論理と英ᩥ法のྰᐃの意࿡領ᇦ、ࡁと「ᚲ↛ᛶ」を意࿡すると「ົ⩏」ࡀ

・㐃言・㑅言・ྰᐃ、ࡣ࿨題論理と、ࡋణࠋる࠶と࡛ࡇに対応する「る࡞␗」と「ࡌྠ」ࢀ

᮲௳法࡛成ࡾ❧つ論理య⣔のࡇと࡛࠶るࠋ 
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௜㘓 

授業に関するアンケートᅇ⟅౫㢗 

2020 ᖺ 1 ᭶ 15 日 

本኱学ࡀᐇ᪋する「授業アンケート」とูࡣに、ᢸᙜ⪅の௒ᚋのࡼࡾࡼい授業のたࡵに、

௒ᖺ度に取ࡾいࢀた論ド（「2019 ᖺ度 “Grammar” に使ࡗた論ド」とい࠺プリントをཧ↷）

に関ࡋてⓙࢇࡉの意ぢをイࡁたいと考࠼ていࡲすࠋ英ᩥを日本ᩥ、日本ᩥを英ᩥに┤すと

い学⾡用語ࡋ㞴、࠼ると考࠶ᚲ要࡛ࡣの論ドࡇ、ࡣ⪅英ᩥ法の説明に、ᢸᙜࡣたࡲ、にࡁ

・英ᩥ和ヂࡀた論ドࡋ࠺ࡇ、ࡣのアンケートࡇࠋたࡋࡲࡋを授業࡛⤂௓ࢀに、そࡎࡏ使用ࡣ

英作ᩥ・英ᩥ法の説明のᡭẁとࡋてᙺࡗࡔたか࠺࡝かを☜ㄆするたࡵのࡶの࡛すࢀࡁ࡛ࠋ

࡞平᫆、ࡣと「論ド」、ࡋణࠋすࡲたいとᛮいࡀࡾ࠶ると࠼らࡶてࡋ⟆ᅇ、ࡁࡔ༠力いたࡤ

言ⴥ࡛説明すると、「࠶る根ᣐから⤖論を導ࡇࡃと」を意࿡ࡲࡋすࠋ 

໚論、ࡣࢀࡇ↓グ名࡛ࡾ࠶、成⦼にࡣ一ษ関㐃ࠋࢇࡏࡲࡏࡉణࡇ、ࡋの↓グ名࡛ᅇ⟅ࡋ

てࡶらࡗた⤖ᯝࡣ、⚾のᇳ➹する「論ᩥ」にᥖ㍕するྍ能ᛶ࠶ࡀるࡇとࡣ、๓ࡗࡶて᩿ࡗ

ておࡲࡁすࠋ 

英ᩥ和ヂ・英、ࡣたෆᐜࢀࡉたプリント࡛説明ࢀࡉに㓄ᕸูࡣのアンケート用⣬とࡇ .1

作ᩥ・英ᩥ法を理ゎするたࡵにᙺ❧ࡗたとᛮいࡲすかࠋヱᙜする㡯┠にۑをつけてୗ

 ࠋいࡉ

（   ）኱いにᙺ❧ࡗた    （   ）ᙺ❧ࡗた 

 い࡞ていࡗ❧ᙺࡾࡲ࠶（   ）    い࡞からࢃࡃࡼ（   ）

（   ）ᙺ❧ࡗてい࡞い 

 

2. 1 「࡛኱いにᙺ❧ࡗた」ࡲたࡣ「ᙺ❧ࡗた」とᅇ⟅ࡋてࢀࡃたⓙࢇࡉにおᑜࡲࡋࡡすࠋ

࠺い࠺࡝、ࡀのෆᐜ࡝たࢀࡉたプリント࡛説明ࢀࡉに㓄ᕸูࡣのアンケート用⣬とࡇ

Ⅼ࡛ᙺ❧ࡋࡲࡕたかࠋ 

 

 

  



 
11㻢 平 柳 行 雄 

2019 ᖺ度 “Grammar” に使ࡗた論ド 

 

㡯┠ 1㸬ḟの英ᩥの “read” ࡣ ⌧ᅾᙧか㐣ཤᙧかࠋ 

ཎᙧと㐣ཤᙧྠࡀᙧ࡛࠶るື詞の᫬制 

The biology student read a book written by Dr. Nakayama.  

 

㡯┠ 2㸬ḟの英ᩥを日本語ヂするとࡁ、日本語の「ࡀ」と「ࡣ」࡝ࡣの࠺ࡼに使いศけるかࠋ 

 の使い方の㐪い「ࡣ」と「ࡀ」

Mary knew that John would propose to her.  

 

㡯┠ 3㸬ḟの英ᩥ(2)と(4)を日本語にヂすと「ࡀ」、ࡁと「ࡣ」࡝ࡣの࠺ࡼに使いศけるのかࠋ 

 の使い方の㐪い「ࡣ」と「ࡀ」

(1) Who is the president of X University?   (2) Mr. Yamada is the president of 

X University. 

(3) What is Mr. Yamada?   (4) He is a president.   

 

㡯┠ 4㸬 “The boxer does not weigh more than 40 kilos.” とい࠺英ᩥの “not more than 

40 kilo” の日本語ヂ40」、ࡣ キロᮍ‶」か「40 キロ௨ୗ」かࠋ  

日本語「௨ୖ」と 英語 “more than” の意࿡領ᇦの㐪い  

 

㡯┠ 5㸬“You must open the door.” のྰᐃᩥࡣ、“You don’t have to open the door.“ か 

“You must not open the door.”かࠋ “must”ࡀ「⩏ົ」の意࿡を⾲す᫬のྰᐃᙧ 


